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4年目を迎えた「数物フロンティア ・ リ ー ディング大学院」

大学院数理科学研究科 副研究科長

河野 俊丈

数物フロンティア ・ リーディング大学（FMSP）は、平成23 年度より スター トした文部科学省「博士課程教育

リーディングプログラム」事業によるもので、平成24 年10月に、オンリーワン型として採択されました。 こ

れは7年間のプログラムで、本年度は4年目を迎え、中間評価が行われています。プログラムの進捗状況につ

いては、 平成27 年 9月に 発刊された FMSP Progress Report 2015 もあわせて、 ご覧頂ければと思います。

東京大学では、プログラム コーディネータ ーの立場から、 これまでに展開してきた FMSP の活動のいくつか

を紹介するとともに、今後の課題などについて述べようと思います。 FMSP では、 平成24 年10月に、Ml,

M2,D2 を対象にプログラムに参画する コー ス生を募集し、117名の応募があり、78名を採用しました。 その

後は、毎年 7月に Ml を対象とした募集、2月に博士課程入進学者を対象とした募集を行い、平成27 年10月

1日時点での コー ス生の総数は151名となっています。数理科学研究科の コー ス生については、修士課程の定

員が18名、博士課程の定員が12名ですが、国費留学生、日本学術振興会DCなどは、奨励金を辞退し定員外

で採用しています。

プログラムの一つの軸となっているのは、 コー スワー ク「数物先端科学」と「社会数理先端科学Jです。 数

物先端科学では、 これまでに、数理科学研究科で、カブリ数物連携宇宙研究機構、カリフオルニア大学パー ク

レー校などの教員による集中講義等も行われました。社会数理先端科学は、数学が社会の課題解決に使われて

いる事例の解説と実習によるオム ニバス形式の講義で、製造業、ファイナンス、銀行、情報関連産業の研究者

等などに担当していただいています。
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第 16 回高木レクチャー   小林 俊行

2015年 11月 28 日(土)から 29日(日)にわたって、東京大学数理科学研究科棟において第 16回「高木レクチャー」

が行われました。参加者は 250 名を超え、高木レクチャーとして過去最高の人数となり大盛況となりました。 
高木レクチャーは、本学理学部数学教室の教授であった高木貞治先生のお名前を冠した定期講演会です。16 回目

となる今回の高木レクチャーは、日本数学会と東京大学大学院数理科学研究科の共催で行われました。

今回、招聘した高木レクチャーの講演者は、バイロイト大学（ドイツ）のカタネーゼ教授、グレノーブル大学（フ

ランス）のデマイリー教授、京都大学数理解析研究所の柏原正樹教授、ハーバード大学（アメリカ）のヤウ教授の 4
名でした。今回の高木レクチャーは、日本数学会小平邦彦生誕百年記念事業と連動して開催いたしました。当日の

受付では、各講演者があらかじめ書き下ろした予稿を製本した約 230 ページのブックレット（次頁写真）が参加者

に配布されました。

各招待講演者は次の講演タイトルで 2 回ずつレクチャーをされました。 
カタネーゼ教授 「小平のファイバー空間とその展開―モジュライ空間の方法」

デマイリー教授 「小林予想および Green‐Griffiths‐Lang 予想の最近の進展」 
柏原正樹教授 「ホロノミック𝒟 加群に対するリーマン=ヒルベルト対応」 
ヤウ教授 「リーマンと小平邦彦から複素多様体論の現代の発展へ」

柏原正樹先生は東大の数学科の学部学生でいらっしゃったとき小平先生を指導教官とされ、またカタネーゼ、デ

マイリー、ヤウの 3 教授の講演のテーマは小平先生の分類理論・変形理論など、超越的な手法による複素多様体論

にゆかりのあるものでした。

会場となった東大数理棟の大講義室とラウンジには、土・日にもかかわらず、「良いもの」を共有しようという思

いが集まり、「高木レクチャー」の目指す「新しい数学の発展」を求める熱気の中で講演が行われ、コーヒータイム

にも活発な議論が交わされました。隣接する 052 講義室では、小平先生の学生時代や海外での同僚との貴重な御写

真などのパネル展示が行われました。全講演が終了した 11 月 29 日（日）の夕方には、2 階のコモン・ルームでワ

イン・パーティが開かれました。

高木レクチャーの準備と当日の運営にあたっては、京大 RIMS の小野薫教授、中島啓教授、当研究科の河東泰之

教授、斎藤毅教授と私の 5 名の組織委員に加えて、研究科長の坪井俊教授、さらに中川亜紀さん・佐々木直子さん・

カタネーゼ教授 デマイリー教授 柏原正樹教授 ヤウ教授



鉙内純子さんや、ポスドク・大学院生など多くの方々に協力していただきました。日本数学会からは事務局の長谷

川暁子さんも来てくださって、その活動が支えられました。 

講演の様子は麻生和彦助教・山田泰士

さんらによる東大数理ビデオアーカイ

ブス・プロジェクトチームの協力により

撮影・記録され、ウェブでまもなく公開

される予定です。

【高木レクチャー】 
「日本の現代数学の父」と呼ばれる高木貞治の名を冠し、
2006年11月に創設された講演会。新たな数学の創造に寄与す
ることを目的に、現代数学の最高峰の講演者を招いて年２
回、春と秋に行われる。講演は、その分野の専門家に対して
ではなく、数学の広い分野の学生・研究者を対象に１時間×
２回の形で行われる。 

【高木貞治】 
1875—1960。数学者。東京帝国大学卒業後、23歳でドイツに
留学。ゲッティンゲンで世界の俊秀たちに出会い、大きな刺
激をうける。帰国後26歳で東大助教授となり、4年後に東大
教授就任。代数的整数論の研究で『高木類体論』(1920)を発
表、ヒルベルトらの類体の概念を一般化した。「数学のノー
ベル賞」といわれるフィールズ賞の第１回選考委員(1936年)
として世界５人の中の１人に選ばれている。 

【小平邦彦】 
1915-1997。数学者。東京帝国大学卒業。調和積分論・複素多様体の理論などの業績で日本人として初めてフィールズ賞
を受賞（1954年）。19年におよぶ米国での研究・教育活動の後、1968年に東大教授就任。理学部長を経て、1975年定年
退官。同年4月より学習院大学教授就任。1957年学士院賞受賞、文化勲章受章。1984年ウルフ賞受賞。京都におけるICM90
の運営委員長。 

2015年東大数理のジャーナルで小平生誕 100周年記念号（編集長：川又雄二郎教授）が出版された。 

高木レクチャーのホームページ：http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~toshi/takagi_jp/ 

第 16 回高木レクチャラーと組織委員（敬称略）： 
左から 河東、斎藤、カタネーゼ、柏原、小林、
ヤウ、小野、デマイリー、中島

第 16 回高木ブックレット 第 16 回ポスター 





 

 
 

小木曽 啓示 教授 

この 10 月から再び東京大学大学院数理科学研究科にお世話になることとなりました小木曽啓示です。 よろしく

お願い致します。 
赴任にあたり最初に命じられたのが 10-th anniversary Tokyo-Seoul Conference の日本側の世話人でした。 最
初は資金等に関し誰に何をお願いしたらよいかわからず、事前準備は想像以上に大変でした。多くの先生方、事

務の方々のお力添えでなんとか無事終えることができ、ほっとしています。事務組織に少し慣れたこと、いろい

ろな資金の存在がわかったことは、今後に繋がる収穫でした。 
研究では、主に代数幾何と複素力学系に関わることを代数幾何学的側面から調べています。 McMullen 先生の

K3 曲面の論文に触れたことが動機となりました。道具や視点が非常に新鮮で美しい論文でした。 自分でも同じ

ようなことをしてみたいと思い、ほんの少し改変したら、先生の例より(ある意味)少しよいものができ、先生を

刺激することになってしまいました。 一瞬快感でしたが、本気をだされて太刀打ちできる相手ではないので、そ

の後は先生のされていない高次元や正標数に移行し現在に至っています。Sibony 先生、Esnault 先生等とのタイ

ムリーな出会いもあり、結果的には正しい移行(逃避)だったと思います。ICM で講演することもできました。 
McMullen 先生は最良の例の構成に成功されました。将来性は未知数ですが、流行の兆しもあります。 今のうち

に自分にできることはしておきたいと思っています。  
 

鮑 園園 助教 

2015 年 10 月より連携基盤センターの助教として採用された鮑園園と申します。出身は中国江蘇省徐州市で、地

元の有名人として楚漢争覇の劉邦と項羽が挙げられます。大学院進学の為来日し、今年はもう 9 年目になりまし

た。 
専門分野は低次元トポロジーで、特に結び目理論に興味があります。これまでは Heegaard Floer homology お

よびその位相的な応用を中心に研究してきました。他に、量子不変量及びそれらの圏化である結び目ホモロジー

にも興味があります。これらの数学の背後にある原理と意味を少しでも理解したいと思って、迷いながら研究を

しています。理論数学の研究以外、現在、転写における RNA ポリメラーゼの軌跡と濃度の変化に興味を持って

研究を推進しております。微視的な世界に存在する遺伝子の発言について、現在の技術ではまだ観察できない部

分が非常に多いです。これをうまく記述できる数学がとても期待されています。 
個人的な話ですが、現在夫と息子（2 歳）三人で東京に住んでいます。休暇時皆様と子育てや仕事と家庭を両立

するコツについても話すことができたら嬉しいです。今後ともどうぞよろしくお願い致します。 
 

中村 勇哉 助教 

2016 年 1 月 16 日付けで着任いたしました。この度、数理科学研究科という素晴らしい研究・教育環境を与えて

頂いたことを大変嬉しく思います。 
名前の「勇哉」の読み方は「ゆうや」ではなく「ゆうすけ」としています。正しく読まれることは滅多に無く、

また役所等でトラブルもあったためか、子供の頃は「ゆうすけ」という読み方が嫌いだったような覚えがありま

す。しかし最近ではアルファベットで書くことの方が増え、また海外の数学者仲間からは下の名前で呼ばれるよ

うになり、この読み方にも愛着が湧いてきました。 
 



さて、専門分野は代数幾何学の中でも、極小モデル理論や特異点理論を専門にしています。特にフリップの停止

問題という極小モデル理論における未解決問題に焦点を当て、それに対し特異点理論からの解決を試みています。

またこれまでの研究には、有限体上の極小モデル理論や有理点の問題もあります。 
今後、研究科の一員として研究・教育に日々精進していく所存です。特に研究面では、大きな問題にじっくりと

取り組みたいと考えています。不慣れな事も多いと思いますが、どうぞ宜しくお願い致します。 
 

 

 

 
田中 宜子 学術支援員 
6 月より、石井志保子先生のお部屋で女性研究者のお手伝いをさせていただいております。夏休みを終えて 9 月

からは、佐々田槙子先生のお部屋におります。緑深い駒場キャンパスで、才能あふれる先生方のお手伝いができ

る事をとても嬉しく思っております。 
私自身は小学生男子 2 人の母でございます。騒がしくめまぐるしい日常を、この静かで知的な数理棟で癒してお

ります。少しでも皆様のお力になれるよう、前向きに取り組んでまいりますので、どうぞ宜しくお願いいたしま

す。 
 

清水 菜穂子 学術支援員 
9 月 1 日付けで石井志保子先生の学術支援員として採用されました。12 年間子育て専従でしたが、佐々田先生と

田中さんのご紹介により、女性としても素敵な石井先生との出会いをいただきました。客室乗務員を経て、これ

まで様々な業界の方々とお仕事をさせて頂きましたが、日本の頭脳の最先端である東京大学大学院でのお仕事は

未知の世界でとても勉強になります。不慣れなことばかりでご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、ど

うぞよろしくお願いいたします。 
 
吉田 裕子 事務補佐員 
11 月 1 日より数理科学総務係に採用いただきました事務補佐員の吉田と申します。以前、東京大学教養学部附

属組織（教養教育高度化機構）に勤務しておりました。今回は不慣れな業務で至らないところがあるかと思い

ますが、精一杯努力してまいります。 
紅葉の美しい季節からまた駒場キャンパスで仕事ができますことをうれしく思っております。どうぞよろしく

お願いいたします。 
 

和田 留理子 事務補佐員 
昨年 11 月に数理科学研究科総務係事務補佐員として採用いただき、この 1 月より国内旅費担当を務めさせてい

ただくこととなりました和田留理子と申します。私は以前、国内外において宝飾品の接客販売に携わると共に、

約 6 年半の間、本郷キャンパスの薬学系研究科にて教授秘書および薬学部同窓会（薬友会）事務局を務めており

ました。このたびは駒場キャンパスにて気持ち新たに、皆様のお役に立てるよう日々努めてまいりますのでどう

ぞよろしくお願いいたします。 
 












